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連続桁の中間支点部近傍のように，負の曲げモーメントが作用す
る部分では，合成桁は非常に弱くなります．過去には合成桁のコンク
リート床版がひび割れるという事例が数多く発生しました．また，鋼
桁の大部分は圧縮応力を受けるため，座屈に対する配慮が必要で
す．
一般に合成桁の座屈耐荷力は，床版による拘束効果で非合成の
ものに比べて上昇することが分かっています．本研究では，拘束効
果を考慮した合成桁の耐荷力特性を解析的に明らかにしました．
合成桁は，上フランジがコンクリート床版によって固定さ
れているために，桁全体としてねじれることは無く，強度が
上昇すると考えられます．図の左の例のように，なります．
また，腹板がせん断を受ける際には，斜張力場1),2)の形成
が，非合成の桁とは異なる挙動を示すと考えられます．塑
性ヒンジは上下端の両側には生成されずに，下端のみに
形成されると考えられます．
FEM解析ソルバーMarc2005r3を使用して，合成
桁の断塑性有限変位解析を行いました．解析結果
の変形図を見ると，その座屈挙動が分かります．腹
板が下フランジと共に曲げ座屈を起こしていますが，
上フランジ側が拘束されていることが分かります．腹
板のせん断座屈は，拘束によりメカニズムが異なる
ことが分かりました．
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曲げとせん断を受ける
合成桁の終局強度に関する研究
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研究目標：①負曲げを受ける合成桁の力学的挙動を解明する
②負曲げを受ける合成桁の耐荷力曲線を解明する
座屈変形の違いだけでなく，合成桁は総じて耐力が上昇しました．特に，曲げ耐荷力は明らかに大きくなってお
り，非合成のプレートガーダーと同様に設計を行うことは，安全側すぎるといえます．せん断耐荷力は，そのメカニ
ズムは異なるものの，大きな強度向上，低下は見られません．また，合成桁はフランジがせん断力を，フランジが
曲げに抵抗する役割分担が顕著であり，相関度合いは低いことが分かりました．
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